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(57)【要約】
　本発明は、中央部分(10)と、ディスクをその両面の一方の面の上に保持することができ
るハブ(11)と、支持体に貼付される外枠部である外側部分(100)とからなる、本質的に正
方形または長方形のプラスチック板(1)に関する。この板は、その外枠部(100)が中央部分
(10)に関節様連結(ヒンジ)により部分的に固定されているだけで、中央部分(10)は外枠部
(100)から本質的に分離しており、ハブ(11)は両面型であって一対のディスク(C1, C2)を
１枚はその外面に、他の１枚はその内面に保持することを可能にし、それにより、外枠部
(100)を含んでいる略平面から離れるように中央部分(10)を旋回させることにより、２枚
のディスクのそれぞれに、それを該中央部分から出し入れするために自由にアクセスでき
る。本発明はまたＣＤおよびＤＶＤのようなコンパクトディスクのパッケージングにも適
用することができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１対のコンパクトディスクを収納するためのプラスチック材料トレイであっ
て、該トレイは、形状が実質的に正方形または長方形であり、その「外」面上に１枚のデ
ィスクを保持するのに適合したハブ(11)を備えた中央部分(10)と、その反対側の「内」面
を介して支持体(2)上に接着接合するのに適合した外側部分(100)（「外枠部」と称する）
とから構成されるものであり、かつ
　(1)外枠部(100)には中央部分(10)よりわずかに大きな開口が設けられ、
　(2)中央部分(10)は下記の構成を有する：
　・前記外枠部(100)に、ヒンジ連結部(3-5)を介して部分的に固定されているだけで、こ
の外枠部から本質的に分離している、
　・前記開口に内接するようになっている、そして
　・１対のディスク(C1, C2)を、１枚は中央部分の外面に、他の１枚はその内面に保持す
るのを可能にする両面ハブ(11)を備えていて、他のディスクを取出すことを必要とせずに
各ディスクを中央部分上の所定位置から出し入れするために、２枚のディスクのそれぞれ
に自由に接近でき、内面側に保持されているディスクへの接近は、前記中央部分(10)を、
外枠部(100)を含む略平面から離れるように旋回させればよい、
ことを特徴とする収納トレイ。
【請求項２】
　前記中央部分(10)がディスク直径に実質的に対応した直径の円板形状のものであり、前
記外枠部(100)に形成された前記わずかに大きな開口はこれと同心の円形開口であり、前
記ヒンジ連結部は、前記中央部分(10)に固定され、かつ該トレイの一辺の中央部において
該外枠部にヒンジ止めされている締結タブ(5)から構成されることを特徴とする、請求項
１に記載の収納トレイ。
【請求項３】
　前記中央部分(10)が、初回の使用時に容易に破断するよう適合させた破断可能な架橋部
(40)によって、当初は外枠部(100)に動かないよう連結されていることを特徴とする、請
求項１または２に記載の収納トレイ。
【請求項４】
　中央部分(10)と外枠部(100)が別個の２部材を形成し、中央部分と外枠部との間のヒン
ジ連結が、例えばオーバーモールディングによりこれら２部材に貼付している軟質フィル
ム・ラベル(3)によってなされていることを特徴とする、請求項１～３のいずれか１項に
記載の収納トレイ。
【請求項５】
　中央部分(10)と外枠部(100)が単一部材を形成し、それらの連結部にヒンジを形成する
減肉線を与える、軟質プラスチック材料から作製されていることを特徴とする、請求項１
～３のいずれか１項に記載の収納トレイ。
【請求項６】
　中央部分(10)と外枠部(100)が別個の２部材を形成し、中央部分と外枠部との間のヒン
ジ連結が、スタブ・ヒンジピンを形成するスタッドのような機械部材によってなされてい
ることを特徴とする、請求項１～３のいずれか１項に記載の収納トレイ。
【請求項７】
　カードなどの材料のベースシート(2)に接着接合されている、請求項１～６のいずれか
１項に記載の収納トレイ。
【請求項８】
　その上に該トレイが接合されている前記ベースシート(2)がブックレットからなり、ト
レイ(1)はブックレットの底面カバー(20)の内面に上に固定され、ブックレットの上面カ
バー(21)はディスクを保護するためにトレイ(1)の上に折り返すことができるようになっ
ていることを特徴とする、請求項７に記載の収納トレイ。
【請求項９】
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　中央部分と外枠部との間の前記ヒンジ連結部(3-5)が、ブックレットの底面カバーと上
面カバーとをつなげるエッジ面(22)の近傍に位置することを特徴とする、請求項８に記載
の収納トレイ。
【請求項１０】
　外側部分(100)に形成された開口の縁部が、その底部に第３のディスク(C3)を保持およ
び支持するための手段(7)を備えていて、この第３のディスクは、中央部分(10)が外枠部(
100)を含む略平面内に位置している時に、該中央部分の内面により保有されるディスク(C
2)と外枠部が接合されている支持体(2)との間に位置するようになっていることを特徴と
する、請求項１～９のいずれか１項に記載の収納トレイ。
【請求項１１】
　例えば、カードなどの材料のベースシート(2)からなる支持体に接着接合により締結さ
れるように設計されている、少なくとも１対のコンパクトディスク用のプラスチック材料
トレイ(1)であって、該トレイ(1)は、形状が実質的に正方形または長方形であって、その
「外」面上に１枚のディスクを保持するのに適合したハブ(11)を備えた、ディスクの直径
に実質的に対応した直径の円形輪郭の中央部分(10)と、その反対側の「内」面を介して、
中央部分(10)の円形輪郭が内接する大きさの仮想正方形の四隅の角に位置する突出部(12)
の形態の窪みによって前記支持体上に接着接合するのに適合した外側部分(100)（「外枠
部」と称する）とから構成されるものであり、前記トレイはが下記構成：
　(1)前記中央部分(10)は前記外枠部(100)に、ヒンジ連結部(3-5)を介して部分的に固定
されていて、それから本質的には分離しており、
　(2)前記中央部分(10)は、１対のディスク(C1, C2)を片面に１枚ずつ保持するのを可能
にする両面ハブ(11)を備えており、前記の略円形輪郭の中央部分(10)は、外枠部(100)に
形成されたわずかに大きい同心の円形開口内に内接し、ヒンジ連結部は、前記中央部分に
固定され、隣接した２つの凹部(12)間を通ってトレイ(1)の一辺の中央領域内で外枠部に
ヒンジ止めされている締結タブ(5)から構成されることを特徴とする、収納トレイ。
【請求項１２】
　トレイがブックレット形状の構成をもつベースシート(2)に締結され、このブックレッ
トは、その上に該トレイ(1)が接着接合される底面カバー(20)と、ディスクを保護するた
めにトレイ(1)の上に折り返されるのに適合した上面カバー(21)とを備え、２つのカバー
は前記トレイ(1)の厚みに実質的に対応する幅のエッジ面を構成する中間部分(22)につな
がる旋回軸線を介して相互に連結されており、中央部分(10)と外枠部(100)との間の前記
ヒンジ連結部は前記エッジ面(22)の近傍に位置することを特徴とする、請求項１１に記載
の収納トレイ。
【請求項１３】
　その上に請求項１～１２のいずれか１項に記載の少なくとも１つのトレイが締結されて
いる支持体を備えた、少なくとも一対のコンパクトディスク用の収納ケース。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は特にＣＤおよびＤＶＤに関係する。
　本発明はまた、対になったコンパクトディスクを収納するための１または２以上のトレ
ーを収容するように考えられた、コンパクトディスクを収納するためのケース（またはボ
ックス）にも関する。
【０００２】
　より正確には、本発明は、カードもしくは類似材料のベースシートを含み、その上に固
定された実質的に正方形もしくは長方形形状のプラスチック材料製のトレイを有する種類
のケースの改善の分野の発明に関する。トレイは、その「外」面上に１枚のディスクを保
持するのに適合したハブ（またはクリップ）を備えた中央部分と、反対側のその「内」面
を介してベースシートに接着接合されている外側部分（以下では「外枠部」と称する）と
から構成される。
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【０００３】
　ただし、本発明は、対になったコンパクトディスクを収納するための１または２以上の
トレイが支持体に接着接合された他の種類のパッケージング（ケース、ボックスなど、支
持体は必ずしもカードもしくは類似材料のシートでなくてもよい）にも有用であろう。
【背景技術】
【０００４】
　広く販売されている態様において、ベースシートはブックレット（小冊子）の形態から
なり、その底面カバーの内面にトレイが固定されており、その上面カバーはディスクを保
護するためにトレイ上に折り返されるのに適したようになっている。
【０００５】
　変更例では、ブックレットは３枚のフラップを有し、この場合は、トレイは中間部分の
内面に固定され、２枚のカバーがトレイに折り返され、その上で重なることができるよう
になっている。
【０００６】
　トレイの中央部分は、ディスクを受け入れる円形輪郭のセットバック部（凹み部分）に
なっている。このセットバック部は、標準化位置では、円形セットバック部の周囲で正方
形の四隅に配置された、やはりセットバック（凹み）形状の４つの窪みとつながっている
。
【０００７】
　その底面（または内面）を介してベースシートに接着接合されているのは、これらの窪
みである。
　この標準化は、異なる印刷業者が、収納するディスクの中身に従って既に印刷が施され
た支持体上にトレイを張り付けるための十分に確立している操縦および接合設備を使用す
るのと可能にする点で有用である。
【０００８】
　窪みはまた、ディスクをハブから取り出すためにディスクをつかむのを容易にする機能
も有する。
　１例として、この種のパッケージングは欧州特許公開第１２３９４８４号の図２に示さ
れている。
【０００９】
　ハブは一般に、ディスクの中心穴に入り込んで摩擦および／またはクリップ固定により
ディスクを保持する１組の反発弾性フィンガー部により構成される（例えば、米国特許第
５４９４１５６号および同第６３６４１０８号を参照）。
【００１０】
　かかるパッケージングは実用的、軽量および比較的安価という利点を与える。
　その欠点は１枚のディスクしか収容することができないことである。
【発明の開示】
【００１１】
　本発明の目的は１対のディスクを収容することができる同様の種類のケース用のトレイ
を提案することである。
　但し、少なくとも２枚のディスクを収容することができるコンパクトディスクのパッケ
ージングの具体的形状は、特に欧州特許第０６７６７６３号から公知である。この場合、
２枚のディスクが重なりあっっている状態ではそれらが部分的に重なるように、２枚のデ
ィスクは互いにずらしてそれぞれ１つのハブにより保持される。
【００１２】
　このような構成は、ケースをより大きくし、少なくとも２つのハブを使用することを必
要とするので、価格面および使用の容易さの面で不利である。
　それはまた、標準形態の接着剤接合型の窪みの使用とは相いれない。
【００１３】
　さらに、上記特許の図２および３に示され、かつ本発明がより具体的には適用するよう
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な、２枚のディスクだけを収容する変更例においては、上側のディスクを予め取り出さず
に下側のディスクを取り出して元の位置に嵌め戻すことは、両ディスクの面間の離間距離
を過剰に大きくし、それに応じてケースの外面厚みを過剰に大きくしない限り、非常に困
難である。
【００１４】
　本発明の目的は、ケースの全体サイズに影響を及ぼさずに、一対のディスクを入れるの
に適合した、標準的な接着剤接合型の窪みを有する、上述したような従来型のトレイを提
案することにより、これらの問題点を解決することである。
【００１５】
　本発明の別の目的は、他方のディスクを動かすことを必要とせずに、一方のディスクを
取り出したり、元の位置に嵌め戻すことができる２ディスク用トレイを提案することであ
る。
【００１６】
　このために、本発明によれば、第１に、外枠部には中央部分よりわずかに大きな開口（
貫通穴）が設けられ、第２に、この中央部分は下記の構成を有する：
　・前記外枠部に、ヒンジ連結部を介して部分的に固定されているだけで、それから本質
的には分離している、
　・前記開口に内接するようになっている、そして
　・１対のディスクを１枚は中央部分の外面に、他の１枚はその内面に保持するのを可能
にする両面ハブを備えていて、他方のディスクを取出すことを必要とせずに各ディスクを
中央部分上の所定位置から出し入れするために、２枚のディスクのそれぞれに自由に接近
でき、内面側に保持されているディスクへの接近には、前記中央部分を、外枠部を含んで
いる略略平面から離れるように旋回させればよい。
【００１７】
　従って、収納位置においては、中央部分は（それが保有するディスクと一緒に）、外枠
部に形成されたわずかに大きな貫通開口の内部の位置を占めている。従来品で起こってい
たのとは異なり、トレイの底面壁の上で重なりあうことはない。
【００１８】
　さらに、有利ではあるが、制限を意図しない本発明のいくつかの特徴を列挙すると次の
通りである。
　・前記中央部分はディスク直径に実質的に対応した直径の円板形状であり、前記外枠部
に形成された前記わずかに大きな開口は同心の円形開口であり、前記ヒンジ連結部は、前
記中央部分に固定され、かつトレイの一辺の中央領域内で外枠部にヒンジ止めされている
締結用タブから構成される。
【００１９】
　・前記中央部分は、初回の使用時に容易に破断するのに適合した破断可能な架橋部によ
って、当初は外枠部に動かないように連結されている。
　・中央部分と外枠部とが別個の２部材を形成し、中央部分と外枠部との間のヒンジ連結
は、例えばオーバーモールディングによりこれら２部材に付着している軟質フィルムのラ
ベルによってなされている。
【００２０】
　・中央部分と外枠部とが単一部材を形成し、それらの連結部にヒンジを形成する減肉線
を与える、軟質プラスチック材料から作製されている。
　・中央部分と外枠部とが別個の２部材を形成し、中央部分と外枠部との間のヒンジ連結
が、スタブ・ヒンジピンを形成するスタッドのような機械部材によってなされている。
【００２１】
　・前記支持体がカードもしくは類似材料からなるベースシートであって、かつブックレ
ットの形態をとり、トレイはブックレットの底面カバーの内面に上に締結され、ブックレ
ットの上面カバーはディスクを保護するためにトレイの上に折り返すことができるように
なっている。
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【００２２】
　・中央部分と外枠部との間の前記ヒンジ連結部が、ブックレットの底面カバーと上面カ
バーとをつなげるエッジ面の近傍に位置する。
　・外側部分（外枠部）に形成された開口の縁部が、その底部に第３のディスクを保持お
よび支持するための手段を備えていて、この第３のディスクは、中央部分が外枠部を含む
略平面内に位置している時に、該中央部分の内面により保有されているディスクと外枠部
が接合されている支持体との間に介在するようになっている。
【００２３】
　本発明の好適態様において、トレイは、ディスクの直径に実質的に対応した直径の円形
輪郭を持ち、その「外」面上に１枚のディスクを保持するのに適合したハブを備えた中央
部分と、その反対側の「内」面を介して、中央部分の円形輪郭が内接する大きさの仮想正
方形の四隅の角に位置する突出部の形態の窪みによって、支持体上に接着接合されるのに
適合した外側部分（「外枠部」と称する）とから構成され、前記トレイは次の点を特徴と
する：
　(1)前記中央部分が前記外枠部にヒンジ連結部を介して部分的に固定されていて、それ
から本質的には分離しており、
　(2)前記中央部分は、１対のディスクを片面に１枚ずつ保持するのを可能にする両面ハ
ブを備えており、前記の略円形輪郭の中央部分は、前記外枠部に形成されたわずかにより
大きい同心の円形開口内に内接し、ヒンジ連結部は、前記中央部分に固定され、隣接した
２つの窪み間を通って、トレイの一辺の中央領域内で外枠部にヒンジ止めされている締結
用タブからなる。
【００２４】
　この場合、前記ベースシートはブックレット（小冊子）の形態をとることができ、この
ブックレット形態は、その上に該トレイが接着接合される底面カバーと、ディスクを保護
するためにトレイの上に折り返されるのに適合した上面カバーとを備え、２つのカバーは
前記トレイの厚みに実質的に対応する幅のエッジ面を構成する中間部分につながる旋回軸
線により相互に連結されており、中央部分と外枠部との間の前記ヒンジ連結部は前記エッ
ジ面の近傍に位置する。
【００２５】
　本発明はまた、少なくとも一対のコンパクトディスク用の収納ケースも提供し、このケ
ースは上記特徴を有する少なくとも１つのトレイが上に締結されている支持体を備える。
　本発明の他の特徴および利点は、以下の添付図面を参照した本発明の説明から明らかと
なろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
　添付図面において、図２、２Ａ、９、１０および１２を除いて、トレイそのディスクを
外した状態で示される。図２、２Ａでは、ディスク（ＣＤまたはＤＶＤ）は符号Ｃ１およ
びＣ２で示され、図９、１０および１２ではディスクは符号Ｃ１，Ｃ２およびＣ３で示さ
れる。
【００２７】
　１枚のディスクを収納および保護するための従来のケースを示す図１を参照すると、符
号１は、ブックレット（小冊子）の形態のカード型支持体２により保有されているプラス
チック材料製のトレイを示す。
【００２８】
　ブックレット２は、底面カバー２０と上面カバー２１とを備え、底面カバー２０にはト
レイ１が取付けられ、上面カバー２１は、トレイ１の内部に収納されているディスク（図
示せず）ごと、それを保護するために、トレイ１の上に折りかぶさるのに適している。
【００２９】
　上下のカバー２０および２１は形状が正方形または長方形で、その輪郭はトレイ１の輪
郭に対応している。トレイはフラットで、小さな厚みのものである。上下のカバー２０、
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２１は、トレイの厚みに対応する幅のエッジ面２２により相互に連結されている。
【００３０】
　図２に示すように、上下のカバー２０、２１はそれぞれ２枚のカードシート２００およ
び２０１、２００および２１２から構成するのが有利である。この２枚のカードシートは
重ね合わせて接着接合されることにより二重の厚みを形成している。一方、エッジ面２２
は、シート２００に対応する一重の厚みだけである。
【００３１】
　トレイ１は、浅い（即ち、貫通穴ではない）円形の中央凹み部１０を形成するようにく
り抜かれている。その中心には、コンパクトディスクをこの凹部にしっかり保持するため
にコンパクトディスク（図示せず）の中心穴に係合するのに適した、公知種類のハブ１１
が設けられている。
【００３２】
　凹部の外周には、トレイの対角線に合わせた９０°の間隔で配置された４つの窪み１２
が設けられている。これらの窪みは、それらの凸面側が下を向いた突出部を形成していて
、図４に符号１２’で示すそれらの底面（または内面）が底面カバー２０の上面（または
内面）に接着接合されるように考えられている。
【００３３】
　上述したように、これらの窪み１２は標準化（規格化）された形状および位置のもので
ある。これらの窪みは、Ｕ字型の輪郭を有し、中央部分１０の中に収容されたディスクを
つかむのをより容易にするように、この中央部分につながるように開いている。
【００３４】
　本発明によると、特に図３および８に見ることができるように、中央部分１０は、この
中央部分を取り囲むトレイの残りの部分１００（以下では「外枠部」という）から本質的
に分離している。すなわち、中央部分１０は、外枠部１００にヒンジ連結を介して部分的
に固定連結されているだけである。
【００３５】
　中央部分１０は、ディスクの直径に実質的に対応した直径を持つ円板形状であり、外枠
部１００に形成されたわずかに大きなサイズの同心円形の開口内に収容されている。
　従って、この開口の縁部と中央部分１０の輪郭との間には、取付けタブ５を介してだけ
途切れている小さな擬環状の隙間４が存在する。この取付けタブは、前記中央部分１０の
一体部材を形成しており、中央部分と外枠部との間のヒンジ連結部を提供する役割を果た
す。比較的幅の小さいタブ５は、エッジ面２２のそばに位置する２つの隣接する窪み１２
の間に位置している（図８を参照）。
【００３６】
　それは外枠部の中央領域においてこの辺（側面）に位置する外枠部１００の縁部に連結
され、それにヒンジ止めされている。
　図示の態様では、ヒンジ連結部は２つの部分１０および１００に例えばオーバーモール
ディングにより付着している軟質フィルム３によって得られる。
【００３７】
　ディスクを保持するトレイを標準的なケースに挿入される支持体ストリップに連結する
ためのこの種のヒンジシステムはそれ自体公知である（例えば、仏国特許第２７８３０８
０号から、特にこの特許の５頁、９～３１行目および図２を参照）。
【００３８】
　ただし、それ自体公知の別のヒンジシステムを使用する（特に、ヒンジを構成する材料
の脆弱化（減肉化）、または慣用の機械的な旋回ピンの使用により）ことも本発明の範囲
を超えるものではない。
【００３９】
　中央部分１０には、一対のディスクＣ１，Ｃ２を、図２および２Ａに見ることができる
ように、各面に１枚ずつのディスプレイを保持する保持するのを可能にする両面（二重）
ハブ１１を備えている。両面ハブ１１は、例えば、上述した仏国特許第２７８３０８０号
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に記載されている種類のような公知種類のものであり、必要であれば、この特許文書を参
照することができる。
【００４０】
　外枠部に対応するトレイ１の固定（非可動）部分は、窪み部分１２に対応するその接着
領域と、その下向きに湾曲した外周縁部１４の両方を介してカバー２０に当接している。
　図２に見ることができるように、本装置が２枚のディスクＣ１およびＣ２を収納するた
めの位置にある場合、両面ハブも（その底面を介して）該カバー２０に当接するようにな
る。それは、可動性の中央部分１０を、カバー２０に平行に、外枠部１００の開口の内部
にその厚み内に適正に位置させて保持するアバッタメントを構成する。
【００４１】
　こうして、ディスクＣ２はカバー２０の上面（すなわち内面）に確実に接触しないよう
になり、同様に、ディスクＣ１は、カバー２１がトレイ１を保護するためにその上に折り
返されている時に（ブックレットを閉じた時に）このカバー２１の内面と接触しない。
【００４２】
　ディスクを抜き出したい場合、ブックレットを開き、図２Ａに矢印Ｆで示されているよ
うに、トレイの中央部分１０をそれが保持しているディスクと一緒に上方向に旋回させる
。窪み１２が存在することで、ディスクをつかむのがより容易となる。
【００４３】
　従って、窪み１２は次の２つの機能を果たす：
　その（凹面状の）上面は小さなカップを形成し、指を差し込んで中央部分１０を上に折
ることができるようにする；および
　その（凸面状の）底面は外枠部１００を支持体のカバー２０に接合する作用を果たす。
【００４４】
　従って、ディスクＣ１は、可動性の中央部分１０を旋回させなくても容易に取り出すこ
とができる。
　下側のディスクＣ２をつかむためには、この中央部分を旋回させる必要がある（図５～
７）。
【００４５】
　各ディスクは他方のディスクから独立して接近可能である。
　トレイの２つの要素１０および１００は、これら２つの要素の間の隙間４を構成するよ
うに賦形されたリムを有するキャビティ内への射出成形により同時に成形することが好ま
しい。ただし、リムは数カ所の連結点（または架橋点）、例えば、図５～８に符号４０で
示される２つの架橋点、を残すように途切れている。
【００４６】
　これらのリッジ（架橋点）は機械的に弱く、容易に引きちぎることができる。
　従って、成形金型を出た時点で、トレイ１は剛性のアセンブリを構成し、中央部分１０
は外枠部１００と同じ略平面に位置するので、特に積み重ねおよび輸送の取り扱いが容易
であり、また場合により支持体シートの上に接合（印刷業者により）するための取り扱い
も容易である。
【００４７】
　それを使用のために準備するには、架橋点４０を破断するように中央部分１０を引っ張
る。こうすると、中央部分は自由にピボット旋回が可能となる。
　図９～１２に示したトレイの変更例は、３枚のディスクを収容するように適合させてあ
る。そのうちの２枚、Ｃ１およびＣ２は、上述した態様におけるように、旋回する中央部
分１０により保有され、第３のディスクＣ３は中央開口内に挿入・保持される。
【００４８】
　また、中央部分１０には、２つの窪み１２に対向する一対の握りラグ６が（ヒンジ３と
は反対側に）設けられている。
　両面ハブ１１はより小直径の部分１１０により下向きに延設されていて、ディスクＣ３
の中央穴をそれに通すことができるようになっている。



(9) JP 2008-517845 A 2008.5.29

10

20

30

40

【００４９】
　その底面では、外枠部１００に設けた開口の縁部が下側ディスクＣ３のための保持およ
び支持手段７を提供している。
　図示例では、ヒンジ３の両側に２つおよびその反対側に残り２つの規則的に配置された
合計４つのかかる手段７が設けられている。
【００５０】
　それらの各手段７は、弾性変形可能な保持タブ７０を取り囲む一対の当接ストップ７１
を有する。これとは反対の構成、即ち、２つの保持タブの間に１つの中央当接ストップを
使用することも当然可能であろう。
【００５１】
　ディスクＣ３を外枠部１００の開口内で強く押し込むと、その縁部はタブ７０を通りす
ぎ（タブの頂部は面取りされている）て、タブの下側に閉じ込められて保持される。
　このディスクの周辺部は当接ストップ７１の上に乗り、その内面が、その上にトレイが
接合される底面カバー２０と直接接触することが防止される（図１２を参照）。
【００５２】
　ディスクＣ３を取り出すには、まず中央部分１０を上方に旋回させることが必要である
。これは突出部（窪み）１２に対応する凹みに対向するラグ６の存在により容易になしう
る。
【００５３】
　タブ７０は、ディスクＣ３の縁部のほんのわずかしか覆っていないので、その軽い撓み
および／またはタブ７０の弾性変形だけで十分に、つかんだ後のディスクを上に引き出す
ことが可能となる。
【００５４】
　もちろん、第１の態様の部分を形成するトレイのような２枚だけのディスクを収納する
収納トレイの場合も、そのピボット旋回する中央部分にディスクをつかむのを容易にする
ラグを設けてもよい。
【００５５】
　当初は中央部分を外枠部につなげていた破断可能な架橋部は、有利にはこれらのラグと
同じ高さにすることが有利であり、ラグはこの目的に合わせて適当な形状にされる。
【図面の簡単な説明】
【００５６】
【図１】本発明が改善しようとする従来技術に係る一般的な（開いた）ケースの全体斜視
図である。
【図２】ディスク収納位置において、トレイが水平位置にある、本発明に係るトレイを備
えたケースの横断方向略部分断面図である。
【図２Ａ】トレイの中央部分がやや持ち上がった状態での図２と同様の図面である。
【図３】本発明に係るトレイの上から見た斜視図である。
【図４】本発明に係るトレイの下から見た斜視図である。
【図５】トレイの中央部分を持ち上げた状態で示す図３と同様の図面である。
【図６】図５よりさらに開き角度が増大した、図５と同様の図面である。
【図７】図６よりさらに開き角度が増大した、図５と同様の図面である。
【図８】ケースの部分平面図である。
【図９】３枚のコンパクトディスクを収納するのに適合したケースの変更例を示し、上か
ら見た収納トレイ（その支持体はない）をディスクと共に示す。
【図１０】図９のケースの軸方向断面図である。
【図１１】図９と同様の半分の図であるが、ディスクは示さない。
【図１２】第３のコンパクトディスクを保持および支持する手段を示す詳細図である。
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